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先発林も好投2勝目をマーク！

５／８（土）西菅球場に出向き、SexyMonsterzとKSC公式戦を行った。前日の雨が気になったが、幸い降水量が少なく、無
事開催の運びとなった。今日の先発は、チーム防御率首位を走る林、相手チームの先行で、ゲームは始まった。その林の内容は、
初回を三者凡退に討ち取り快調な滑り出し、続く２回、先頭打者を四球で歩かすも、後続２人を凡打に討ち取り、続く打者の打球
は、平凡な左飛。誰もが、チェンジと思った瞬間、レフトのエラーで、二死１．３塁と先制の場面に変わってしまった。しかし、
今日の林は、落ち着いており、後続を三ゴロに討ち取り、チェンジとした。
その裏にゲームは動いた。最近打線上向きなこーすけが、２球目をセンターオーバーの2ベースで出塁、続く江越は四球を選び出
塁、後続の場面で、DSを決め、無死２、３塁と今度は、我がチームが絶好の得点場面を迎えた。そして、バッターは、現在チー
ム首位打者を走る瀧本。
ボールを２つ選んだ３球目、打球は、綺麗に三遊間を抜き、先制の２点タイムリーを放った。その後、ゲームは、双方1点づつを
加え、５回を終了、我がチームのマウンドは、浅沼へバトンタッチされた。今日の浅沼は、イージーな三邪飛のエラー、併殺打と
全く活躍出来ていないだけに、汚名挽回とマウンドに上がった。しかし、上がったのはマウンドだけではなく、その時点で、既に
息も上がっていた。要は体重を絞ると言いながら、絞りきれておらず、暑さによる単なるスタミナ切れの状態であった。ただ、そ
んな状態の中でも、２回を１安打を打たれはしたものの、２塁を踏まさない、まーまーのピッチングで終了した。
今日のゲームを振り返って見ると、
６回を除けば、毎回ランナーを出していただけに、もう少し、点を取れたと思う。
また、守備においては、記録にならないエラーが３つもあった。エラーはまさに得点に直結するので、取れるボールは確実に取る
んだ、という気構えの下、プレーをして頂きたい。ましてや、記録になったエラーも明らかにイージーなものであったので、この
辺は、しっかり裁く事は絶対に不可欠である。本大会は、これで２勝目、運も実力のうちの言葉が利いているうちに、今月もう一
つの公式戦も勝利しよう！投手陣は、満足であった！
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